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定例会報告 P2～ 総合庁舎別館改修工事関連費
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12月定例会
　12月定例会を12月7日から22日までの16日間の会期で開催しました。条例改正4
件、補正予算7件を原案どおり可決しました。

ふるさと納税推進費
2632万円

小学校管理運営費
357万円

令和4年度一般会計
今回の補正額 5億4171万円
予算総額 79億3554万円

総合庁舎別館改修工事関連費
4億105万円

主な内容（事業）
補正予算（一般会計）

No.202 議会だより
りゅうおう 2

12月定例会



　
　
設
備
更
新
後
の
非
常
用
発
電

機
で
全
部
カ
バ
ー
で
き
る
の
か
。

問　
　
庁
舍
別
館
改
修
に
係
る
財
源

内
訳
は
。

問 　
　
発
電
機
に
つ
い
て
、
接
続
の

範
囲
と
し
て
含
ん
で
い
る
部
分
は
、

図
面
上
２
系
統
あ
り
、
１
系
統
が

既
存
の
高
圧
受
電
盤
に
接
続
さ
れ

て
い
る
部
分
で
動
力
部
分
の
方
を

発
電
機
か
高
圧
受
電
盤
に
ス
イ
ッ

チ
で
切
り
替
え
て
行
く
。

答�　
　
非
常
用
発
電
・
非
常
用
電
源

の
経
費
に
お
け
る
機
能
強
化
分
に

つ
い
て
は
、
緊
急
防
災
・
減
災
事

業
と
し
て
起
債
を
１
０
０
％
充
当

し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
係
る
経

費
つ
い
て
は
、
公
共
施
設
等
適
正

管
理
推
進
事
業
と
し
て
起
債
を

90
％
充
当
す
る
。
そ
の
他
は
、
普

通
建
設
事
業
に
充
当
で
き
る
起
債

で
あ
る
一
般
事
業
と
し
て
75
％
を

答� 総
合
庁
舎
別
館
改
修
工
事

　
　
企
画
総
務
費
で
一
般
職
手
当

に
つ
い
て
、
一
般
職
の
給
与
は
下

が
っ
て
い
る
が
手
当
は
上
が
っ
て

い
る
。
非
常
備
消
防
費
も
同
様
だ

が
、
人
事
異
動
の
関
係
か
。

問　
　
人
件
費
に
つ
い
て
は
、
当
初

予
算
で
昨
年
12
月
の
人
員
を
ベ
ー

ス
に
作
成
し
て
い
る
。
人
事
異
動

に
よ
り
扶
養
手
当
も
増
額
し
て
い

る
。
非
常
備
消
防
費
は
増
員
と
時

間
外
勤
務
手
当
の
増
に
よ
る
も
の
。

答� 職
員
の
人
件
費
に
つ
い
て

　
　
公
共
施
設
等
の
電
気
料
金
補

正
に
つ
い
て
、
電
力
高
騰
分
と
使

用
料
増
加
分
に
分
け
て
明
確
に
で

き
な
い
か
。

問　
　
現
実
的
に
施
設
ご
と
の
分
析

が
で
き
な
い
の
で
、
前
年
度
と
比

較
し
て
使
用
料
自
体
が
増
加
し
て

い
る
施
設
を
明
確
に
し
た
。

答� 公
共
施
設
等
の
電
気
料
金
補
正

主 な 質 疑 応 答

　
　
国
の
促
進
事
業
の
中
で
、
要

件
と
し
て
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
と
具

体
的
な
取
組
の
実
行
と
あ
る
。
今

回
の
３
法
人
の
取
組
に
は
違
い
が

あ
る
が
、
か
ま
わ
な
い
の
か
。

問　
　
複
式
簿
記
の
導
入
に
つ
い
て
、

補
助
対
象
に
な
る
の
か
。

問 　
　
ま
ず
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り

が
必
須
。
今
回
の
３
法
人
は
全
て

終
わ
っ
て
お
り
、
２
段
階
目
の
取

組
内
容
に
違
い
が
あ
る
。

答�　
　
複
式
簿
記
の
導
入
に
つ
い
て

も
支
援
す
る
た
め
の
補
助
対
象
に

な
る
。

答� 集
落
営
農
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
促
進
事
業
費
補
助
金

充
当
し
、
３
億
２
５
９
０
万
円
を

町
債
と
し
て
補
正
を
す
る
も
の
で

あ
る
。

　10月31日に第３回臨時会を開催し、補正予算１議案が上程され、慎重審議の結果、原案の
とおり可決しました。

補正総額
（主な内容）
　・電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金
　・農業用肥料・飼料・水利施設電気料金高騰対策緊急支援事業補助金

10月臨時会

� 7348万円
� 3500万円
� 2614万円
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総務産業建設常任委員会

主な質疑応答

35年間で更新費用が年間平均14.8億円かかると示されているが、町の財政的には問題ないのか。
人口がかなり減少するような予想をしている中で、公共施設の削減率はその人口比率よりもかなり
低い。もっと大幅な削減をする必要はないのか。

問

保有量や維持管理経費の縮減等計画に定める基本的な方針により、公共施設の維持管理に係る費用
を抑えていく。町にとって最適な施設配置となるよう努めるとともに、財政とのバランスをとりな
がら施設の維持管理をしていきたい。

答

公共施設等総合管理計画について調
査
◇計画策定の目的
　将来にわたって安心で安全な住民サービスが提供できるよう本町が保有するすべての公共施設等
の管理に関する基本方針等を定める。
◇対象施設
　本町が保有するすべての公共施設等（公共施設およびインフラ施設）
◇公共施設等の総合的かつ計画的な管理に関する方針
　　方針①「保有量の縮減」総量の適正化
　　　　  　既存施設を有効活用し、可能な限り新規整備を抑制
　　方針②「既存施設の保全」質の維持・向上
　　　　  　 定期的に点検・診断を行う予防保全型の管理と

長寿命化の推進
　　方針③「運営の見直し」機能の効率化
　　　　  　 職員の専門的知識の蓄積や技術向上、人材の確

保および育成への取組
　　方針④「維持管理経費の縮減」コスト縮減
　　　　  　機能の効率化による維持管理コストの縮減
◇数値目標
　令和12年度までに公共施設の延床面積を２％程度縮減（平成26年度比）

国道 8号西横関交差点改良事業について調
査
◇事業概要　
　主要渋滞箇所に選定されている西横関交差点において渋滞の解消を図る。
　　・国道８号の野洲側の右折レーンを延伸（40m→85m）
　　・交差点前後区間の道路中心線のズレ修正による見通しの確保
　　・交差する国道477号のJR篠原駅側に右折レーンを新設（30ｍ）
◇経過および今後の予定
　令和４年度　国・県事業施工区分協定、税務署協議、用地交渉（建物１件契約済）
　令和５年度（予定）　用地交渉、一部工事着手（国道477号）
　令和６年度（予定）　工事着手（国道８号）

竜王南部地区防災センター（岡屋地先）
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教育民生常任委員会

竜王町の小中学生における不登校・いじめ・道徳教育について調
査

主な質疑応答

「いじめ」においては早期発見、未然防止が重要とされている。スマホでいじめは潜在的にあると
思われるが、どのように対応しているのか。

問

スマホに関しては学校で起こっている場合はほとんどなく、家庭において起こってしまうため潜在
的な中で行われることが多く把握が極めて困難だが、子どもたちの会話等から見つけることがある。
中学校では担任とのライフノートを毎日実施しており、その中で発見されることもある。

答

主な質疑応答

生徒指導の場面では、児童生徒にはどのような指導をしているのか。問
しっかりと話し込むことが必要で、複数で対応しながら気持ちを荒げてしまった原因を探って共感
しながら、どうしていこうかということをゆっくり話して、保護者にも連絡させてもらいながら一
緒に進めている。

答

◇不登校生数の現状と対応
　 令和４年９月までの不登校生数は、中学校10名で増加傾向、小学校６名で減少傾向にある。全国

における発生状況のような急激な増加の傾向にはない。
　�教育委員会の不登校生にかかる対応・指導体制：町いじめ別室対応支援員の配置拡充、町SSW（ス

クールソーシャルワーカー）による相談体制の推進、町小学校低学年支援員の配置・町学習支援
員の複数配置、教職員研修会の実施、家庭教育支援事業の推進

　�竜王町立学校の不登校生にかかる対応・指導体制：別室対応、放課後登校支援、SC（スクールカ
ンセラー）・SSWを交えたケース会議、町SSWによる各校訪問による相談体制の整備、スクーリ
ングケアサポーターによる児童生徒の支援、ICT機器の活用

　�関係福祉部門との連携強化による不登校生にかかる対応・指導体制：要保護児童対策地域協議会
ケース会議の参加・情報共有、適応指導教室（自立支援課）との連携
◇いじめの現状と対応
　 令和４年９月までのいじめ事象は、小学校40件、中学校16件でともに減少傾向にある。令和２

年度はコロナ禍のため学校への登校日数の減少により友達との関わりが減ったことも一因と推察
される。

　竜王町の小中学生におけるいじめ事象への対策
　①「いじめ」を起こさせない・未然防止に努める　②「早期発見・対処」に努める　③「重大事態」への対処

◇道徳教育の取組
　「特別の教科　道徳」誕生の背景
　・ 大津のいじめや川崎の少年犯罪などの事件発生、SNSの急激な普及、家庭や地域の教育力と規

範意識の低下
　・自己肯定感、自己有用感の低下
　課題解消に向けての取組
　・ 自己肯定感を高めるために楽しい授業と分かる授業の実施、さらに、体験を重視し勤労体験学

習（チャレンジウィーク）の実施
　・ キャリア教育の視点を大切にした事業（スピーチ大会等）の実施、子ども自らのルール作りに

よる友だちとのつながり、地域との連携から地域とともに歩む学校への取組
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地域活性化特別委員会

議会ICT化特別委員会

活動報告と町におけるモバイル端末導入の概要について調
査
◇活動報告
　10月５日および11月２日に委員会を開催し、タブレット端末の機種の確認、議会ICT化に向けた
今後のスケジュール、運用規程および内規の検討を行った。
◇町におけるモバイル端末導入の概要
　・５年以上を経過したパソコンの更新180台
　・11月から12月にかけて正規職員は全て更新対象とし、会計年度任用職員も一部更新対象
　・リプレース端末は、モバイルノートパソコン（A4サイズ）、ディスプレイ13.3型
　・ペーパーレス会議の推進、Web会議の実施、テレワークの本格運用等を検討

中心核整備（交流・文教ゾーン）の進捗について調
査
◇中心核整備事業の取組経過
　・ 9月29日　交流・文教ゾーン整備に伴う下水道管路調査実施
　・10月28日　中心核整備事業に伴う配水管布設設計業務着手
　・10月31日　開発計画事前審査願提出
　・11月 4日　交流・文教ゾーン整備に伴う用地測量業務着手
　・12月 1日～3月下旬　配水管布設設計業務および用地測量業務に伴う測量作業、現地調査
　・12月 6日　綾戸地権者代表協議（埋蔵文化財試掘調査等）
◇今後の事業取組について
　・埋蔵文化財試掘調査
　・活用できる補助金等の調査・協議
　・収用事業認定申請に向けた事前協議
　・開発等許認可関係機関との協議
　・新設道路等整備に向けた関係機関（県・警察・町）協議
　・綾戸地区と整備にかかる調整

主な質疑応答

地質調査を８月から実施しているが、土質はどのような内容だったのか。問
地質の状態については基本的に粘性の土質ということが確認され、液状化しにくい地盤であった。
圧密試験により基準では10㎝沈下する場合は対策が必要であるが、約3.3㎝沈下するという結果が
出ている。造成は１年かけて、また建築はさらにその後となるので、ある程度沈下は収まると考え
ている。

答

主な質疑応答

モバイル端末を庁舎外へ持ち出す場合のガイドライン等の作成状況は。問
現時点では、5年以上経過したパソコンの更新を優先し、まずは職員がモバイル端末に慣れるとこ
ろから始めたい。ルール作り等は早急に検討していくべきだと考えている。

答
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各議員のQRコードを
スマートフォンで読み
取ると音声配信が聴け
るよ

近江うし丸問　議会事務局　電話　0748-58-3713

次回の一般質問は
令和5年3月20日㈪予定

議員の質問順は町ホームページでご確認ください。

ペ
ー
ジ

質　問　者 質　　問　　事　　項

8 中村匡希議員
・マイナンバーカードを持つメリットは
・交通税についての意見は
・ボルダリング施設の指定管理の考え方は※

9 森島芳男議員 ・消防団の団員数の考え方は
・近江八幡竜王線のバイパス化は

10 磯部俊男議員 ・ワクチンの接種状況は
・ケンケト祭りの支援は

11
福田優三議員 ・無形文化遺産で町の魅力発信を
大前セツ子議員 ・町をあげての交通安全運動を

12 鎌田勝治議員 ・重層的支援体制整備事業の現状は
・観光行政の考え方は

13 小西久次議員 ・効率的な事業推進のために
・西部地区開発の方向は

14 尾川幸左衞門議員 ・下水道への工場排水の取込時期は
・県道春日竜王線の伐採は

15 澤田満夫議員 ・岡屋口交差点の渋滞解消を
・山中橋付近の右折レーンの設置は

16 橘せつ子議員

・中心核の交流・文教ゾーンの整備費は
・子どもの給食費に無償化等の助成を
・子どもの高校卒業までの医療費無料化を※
・原発事故等に対する町の対策は※
・町としてインボイス制度の導入に向けての課題と対策は※

17 岡山富男議員 ・竜王町に若者を

町政
問ここを う!

12月定例会では11議員が
� 23問の一般質問を行いました。

※紙面の都合上、掲載しておりません。
　QRコードから、全ての質問がお聴きいただけます。

　一般質問とは、議員が町長などの執行機関に対し、事務の執行状況や将来
の方針などについて所信や疑問を質し報告や説明を求めることです。
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マイナンバーカードを持つ
メリットは

問

答 町独自の施策を今後検討していきたい
中村　匡希�議員

　
　
自
治
体
に
よ
っ
て
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

使
用
し
た
場
合
、
証
明
書

等
の
発
行
手
数
料
が
割
引

に
な
る
な
ど
の
施
策
も
講

じ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
町

に
お
け
る
次
の
点
に
つ
い

て
伺
う
。

①�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
持
つ
こ
と
に
よ
る
本

町
独
自
の
メ
リ
ッ
ト
を

整
備
す
る
考
え
は
。

②�

現
在
の
町
内
の
申
請
率

は
。

③
本
町
職
員
の
申
請
率
は
。

問

　
　

①�

身
近
な
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

町
単
独
施
策
に
つ
い
て

も
今
後
検
討
し
て
い
き�

た
い
。

②�

ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
や
自

治
会
の
公
民
館
等
で
申
請

窓
口
を
開
い
た
こ
と
も
あ

り
、
11
月
末
現
在
約
８
３�

０
０
人
の
方
に
申
請
を
頂

い
た
。
本
町
の
申
請
率
は

70
％
に
達
し
て
い
る
。

③�

本
町
職
員
の
申
請
率
は
、

75
％
と
な
っ
て
い
る
。

答�

4月

5,508件

5,548件

5,698件

5,993件

6,637件

7,093件

8,271件

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

5,467件

令和４年度の竜王町のマイナンバーカード申請数の推移

　
町
内
の
路
線
バ
ス
や
チ
ョ

イ
ソ
コ
り
ゅ
う
お
う
を
は
じ

め
、
Ｊ
Ｒ
や
近
江
鉄
道
な
ど

を
含
め
て
、
本
町
に
関
わ
る

地
域
公
共
交
通
の
維
持
や
充

実
に
つ
な
が
る
よ
う
、
し
か

る
べ
き
段
階
で
県
へ
の
働
き

か
け
や
意
思
表
示
を
行
い
、

町
民
を
は
じ
め
多
く
の
方
が

納
得
感
を
得
ら
れ
る
形
を
目

指
し
て
い
く
。

　
　
県
は
滋
賀
交
通
ビ
ジ
ョ

ン
の
見
直
し
と
新
し
い
税
制

を
検
討
し
て
い
る
が
、
本
町

へ
の
意
見
照
会
等
は
ま
だ
な

い
。
本
町
と
し
て
は
、
公
共

交
通
の
不
便
さ
が
大
き
な
課

題
で
あ
り
、
今
後
、
県
の
交

通
ビ
ジ
ョ
ン
や
税
制
に
町
民

の
声
や
町
の
考
え
を
反
映
し

て
い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

答�

交
通
税
に
つ
い
て
の
意
見
は

問答

し
か
る
べ
き
段
階
で
働
き
か
け
と
意
思
表

示
を
行
う

　
　
滋
賀
県
で
は
公
共
交

通
の
維
持
の
た
め
に
全
国

で
初
め
て
と
な
る
交
通
税

の
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。
竜
王
町
は
県
内
19
市

町
で
唯
一
鉄
道
の
駅
が
な

い
自
治
体
で
あ
り
、
交
通

税
の
効
果
が
不
透
明
で
あ

る
。
今
後
竜
王
町
と
し
て

県
に
ど
の
よ
う
に
働
き
か

け
を
す
る
の
か
。

問

見直しが進められている滋賀交通ビジョン
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森島　芳男�議員

　
　
全
国
各
地
で
は
、
地

震
・
水
害
な
ど
で
大
き
な

被
害
を
受
け
ら
れ
た
所
が
、

多
く
見
う
け
ら
れ
る
。
水

害
・
火
災
な
ど
想
定
外
の

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

消
防
団
員
の
活
躍
は
無
く

て
は
な
ら
な
い
と
思
う
が
、

現
在
の
団
員
で
は
活
動
に

支
障
を
来
す
の
で
は
な
い

か
。
そ
の
為
に
は
町
と
し

て
対
策
が
必
要
と
思
う
が
、

考
え
を
伺
う
。

問

　
本
町
の
消
防
団
は
、
昭
和

30
年
に
町
制
施
行
に
併
せ
て

設
置
さ
れ
、
新
た
な
住
宅
団

地
の
整
備
に
よ
る
行
政
区
の

設
置
や
女
性
消
防
隊
の
設
置

に
よ
る
増
員
を
経
て
、
平
成

22
年
度
か
ら
現
在
の
定
数
と

な
っ
て
い
る
。
少
子
高
齢
化

が
進
み
、
今
後
団
員
の
確
保

が
困
難
と
な
り
、
対
策
を
講

じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
消
防
団
と
地
域

の
自
主
防
災
組
織
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、「
地
域
防
災
力
」

と
い
う
視
点
で
消
防
団
幹
部

と
自
治
会
連
絡
協
議
会
役
員

に
よ
る
協
議
を
始
め
た
。
今

後
の
防
災
組
織
の
あ
り
か
た

を
見
出
し
て
い
く
。

消防団の団員数の考え方は問

答 地域の防災組織のあり方を見出していく

近
江
八
幡
竜
王
線
の
バ
イ
パ
ス
化
は

問答

必
要
性
を
強
く
訴
え
要
望
す
る

　
　
主
要
地
方
道
近
江
八

幡
竜
王
線
は
国
道
８
号
六

枚
橋
交
差
点
改
良
に
よ

り
、
庄
・
林
・
川
守
・
岩

井
の
集
落
内
の
交
通
量
の

増
加
と
と
も
に
、
大
型
車

両
も
増
加
し
て
い
る
。
特

に
岩
井
よ
り
北
側
は
狭
い

道
路
で
あ
り
、
大
変
危
険

で
あ
る
。
集
落
内
は
人
家

密
集
で
改
修
工
事
が
困
難

な
状
況
で
あ
る
と
思
う

が
、
安
吉
橋
よ
り
庄
・

林
・
川
守
・
岩
井
・
山
之

上
ま
で
の
別
ル
ー
ト
の
道

路
を
バ
イ
パ
ス
化
と
し
て

考
え
て
は
ど
う
か
。

問

本
町
に
お
い
て
、
地
域
住
民

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に

は
、
集
落
内
を
通
過
す
る
生

活
道
路
と
通
過
交
通
の
道
路

と
を
分
離
し
、
バ
イ
パ
ス
化

に
よ
る
対
策
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
滋
賀
県
知

事
、
東
近
江
土
木
事
務
所
長

に
そ
れ
ぞ
れ
必
要
性
を
強
く

訴
え
要
望
し
て
い
る
。
今
後

も
粘
り
強
く
要
望
す
る
。

竜王町消防団

近江八幡竜王線川守地先

　
　
消
防
団
は
、
共
助
・
公

助
を
担
っ
て
い
た
だ
く
「
地

域
防
災
力
の
要
」
で
あ
り
、

地
域
の
防
災
力
の
維
持
・
強

化
の
需
要
性
が
増
し
て
き
て

い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

答�

　
　
当
該
路
線
は
、
庄
・

林
・
川
守
・
岩
井
地
先
に
お

い
て
、
集
落
内
を
通
過
し
て

お
り
、
車
道
幅
員
が
狭
く
路

肩
も
ほ
と
ん
ど
無
い
た
め
大

型
車
両
の
離
合
が
困
難
な
状

況
で
あ
り
、
人
が
歩
く
の
も

危
険
な
状
況
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら

答�
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新
型
コ
ロ
ナ
・
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
状
況
は
。

問

は
、
県
内
市
町
の
う
ち
最
も

高
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。

　
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況

は
、
接
種
状
況
が
把
握
可
能

な
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
お

い
て
は
、
約
55
％
の
接
種
率

と
な
っ
て
い
る
。
例
年
、
年

間
で
約
65
％
の
接
種
率
で
あ

る
こ
と
か
ら
大
き
な
変
化
は

な
く
進
ん
で
い
る
と
見
込
ま

れ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
と
の
同
時
流
行
が
懸
念
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、

接
種
が
進
む
よ
う
取
り
組
む
。

　
　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
10
月
23
日

よ
り
竜
王
町
公
民
館
で
の
集

団
接
種
、
町
内
医
療
機
関
に

よ
る
個
別
接
種
を
実
施
。
12

月
12
日
現
在
12
歳
か
ら
39
歳

ま
で
が
15
・
８
％
、
40
歳
か

ら
64
歳
ま
で
が
37
・
１
％
、

65
歳
以
上
が
67
・
６
％
、
全

体
で
は
39
・
９
％
で
あ
る
。

　
全
体
の
接
種
率
に
お
い
て

答�

　
ま
た
、
県
内
他
市
町
保
存

会
や
全
国
に
お
け
る
後
継
者

育
成
に
向
け
た
取
組
状
況
、

成
功
事
例
な
ど
の
情
報
提

供
・
助
言
等
で
の
保
存
会
活

動
へ
の
支
援
、
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
登
録
の
周
知
・

啓
発
に
向
け
た
公
民
館
や
図

書
館
で
の
記
念
展
示
会
の
開

催
、
各
種
広
報
媒
体
で
の
周

　
　
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
へ
の
登
録
を
機
に
、
一
層

の
保
存
伝
承
に
向
け
、
衣
装

等
の
調
達
に
か
か
る
費
用
の

一
部
助
成
等
を
考
え
て
い�

る
。

答�

ケ
ン
ケ
ト
祭
り
の
支
援
は

問答

町
内
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、

�

観
光
振
興
に
繋
げ
て
い
く

　
　
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
登
録
ケ
ン
ケ
ト
祭
り

へ
の
支
援
は
。

問

知
等
を
進
め
る
。

　
加
え
て
、
関
係
す
る
皆
さ

ん
と
手
を
携
え
な
が
ら
ふ
る

さ
と
竜
王
の
「
魅
力
あ
ふ
れ

る
観
光
行
事
」
と
し
て
、
町

内
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、
観

光
振
興
に
繋
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

磯部　俊男�議員

ワクチンの接種状況は問

答 県内市町最高の接種率で推移

集団接種会場の様子
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ケ
ン
ケ
ト
祭
り
が
ユ

ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
こ
と
を
受
け

て
次
の
４
点
に
つ
い
て
伺

う
。

①�

登
録
を
契
機
に
竜
王
町

の
魅
力
発
信
を
具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

②�
地
元
の
保
存
会
へ
の
支

援
、
ま
た
連
携
が
必
要

と
な
っ
て
く
る
が
ど
の

よ
う
な
取
組
を
考
え
て

い
る
の
か
。

③�

山
之
上
だ
け
で
な
く
竜

王
町
の
各
字
そ
れ
ぞ
れ

に
伝
統
的
な
祭
り
等
が

あ
る
と
思
う
が
支
援
等
、

検
討
し
て
い
る
こ
と
は

あ
る
の
か
。

④�

滋
賀
県
各
地
で
行
わ
れ

て
い
る
風
流
踊
も
今
回

同
時
に
無
形
文
化
遺
産

と
し
て
登
録
さ
れ
た
が

各
自
治
体
と
連
携
し
て

考
え
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

等
は
検
討
し
て
い
る�

の
か
。

問

キ
ン
グ
等
の
実
施
、
子
ど

も
達
に
対
し
て
は
郷
土
学

習
を
行
う
等
の
機
会
を
設

け
て
い
く
。

②�

町
と
し
て
は
郷
土
に
伝
わ

る
民
族
芸
能
の
灯
を
絶
や

さ
ぬ
よ
う
、
修
理
、
新
調

に
か
か
る
費
用
に
対
し
国
、

県
と
と
も
に
町
の
補
助
金

を
も
っ
て
支
援
し
た
い
。

③�

各
字
の
祭
り
の
現
状
を
把

握
、
記
録
資
料
と
し
て
整

理
し
後
世
に
伝
え
る
と
と

も
に
個
々
の
祭
り
等
伝
統

行
事
へ
の
可
能
な
限
り
の

支
援
を
し
て
い
く
。

④�
令
和
５
年
１
月
29
日
に
は

草
津
市
に
お
い
て
登
録
記

念
講
演
会
が
開
催
予
定
で

あ
る
。
そ
の
他
、
後
継
者

育
成
を
テ
ー
マ
に
し
た
意

見
交
換
会
の
開
催
に
つ
い

て
も
提
案
し
て
い
き
た
い
。

無形文化遺産で町の魅力発信を問

答 町として取り組んでいく
福田　優三�議員

町をあげての交通安全運動を問

答 関係機関と連携し啓発を進める

　
　
交
通
安
全
県
民
総
ぐ

る
み
運
動
で
は
、「
交
通

事
故
の
な
い
滋
賀
」
を
目

指
し
「
横
断
歩
道
利
用
者

フ
ァ
ー
ス
ト
運
動
」
が
年

間
を
通
し
て
実
施
さ
れ
て

い
る
。

　
そ
こ
で
、
次
の
点
に
つ

い
て
伺
う
。

①�

過
去
５
年
間
の
交
通
事

故
と
信
号
機
の
な
い
横

断
歩
道
で
の
事
故
件�

数
は
。

②�

「
横
断
歩
道
利
用
者

フ
ァ
ー
ス
ト
運
動
」
の

周
知
は
。

問

　
　

①�

本
町
に
お
け
る
平
成
29
年

か
ら
令
和
３
年
ま
で
の
交�

通
事
故
発
生
件
数
は
２�

６
０
件
、
そ
の
う
ち
横
断

歩
道
で
は
３
件
。

②�

当
運
動
は
、
駐
在
所
が
発

行
す
る
「
竜
王
だ
よ
り
」

で
周
知
し
て
い
る
が
認
知

度
は
低
い
。
今
後
は
し
る

み
る
竜
王
等
の
情
報
ツ
ー

ル
も
活
用
し
、
継
続
し
て

周
知
や
啓
発
活
動
を
推
進

し
交
通
事
故
抑
制
を
図
る
。

答�

大前　セツ子�議員

　
　

①�

町
外
の
方
々
に
向
け
て
歴

史
講
座
や
展
示
会
開
催
、

歴
史
遺
産
を
巡
る
ウ
ォ
ー

答�

信号機のない横断歩道

ケンケト祭り長刀振り

議会だより No.202
りゅうおう11

一 般 質 問



鎌田　勝治�議員

　
　
重
層
的
支
援
体
制
整

備
事
業
に
つ
い
て
次
の
３

点
を
伺
う
。

①�

現
状
の
制
度
や
事
業
の

狭
間
で
潜
在
的
に
困
っ

て
い
る
方
を
見
つ
け
る

方
法
は
。

②�

本
事
業
の
課
題
と
具
体

的
な
対
策
は
。

③�
本
年
度
重
点
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
と
来

年
度
の
目
標
は
。

問

対
策
と
し
て
研
修
体
制
を

整
備
す
る
。

③�

対
象
者
像
を
明
確
に
し
、

支
援
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン

を
共
有
す
る
こ
と
。
ま

た
、
重
層
的
支
援
政
策
会

議
で
議
論
を
重
ね
体
制
に

関
す
る
具
体
策
を
検
討
し

て
い
る
。
来
年
度
は
、
多

様
な
課
題
へ
立
ち
向
か
え

る
職
員
の
育
成
と
地
域
と

の
更
な
る
連
携
強
化
を
目

指
す
。
ま
た
、
社
会
福
祉

協
議
会
を
中
心
に
地
域
で

気
に
な
る
方
や
心
配
に
感

じ
て
い
る
こ
と
を
受
け
止

め
る
機
会
を
増
や
す
。

　
　
①�

既
存
の
業
務
の
中
で
接
点

を
持
つ
こ
と
や
民
生
委
員

か
ら
情
報
を
得
る
こ
と
。

加
え
て
自
立
支
援
課
の
個

別
相
談
を
通
し
て
接
点
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。

②�

住
民
福
祉
部
門
の
課
の
分

散
、
相
談
職
配
置
の
固
定

化
、
部
門
を
超
え
た
連
携

の
難
し
さ
等
が
ハ
ー
ド
面

の
課
題
。
対
策
と
し
て
窓

口
の
一
本
化
に
よ
る
包
括

的
な
相
談
体
制
の
実
現
や

計
画
的
な
ジ
ョ
ブ
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
地
域

の
現
状
把
握
に
努
め
る
こ

と
。
ソ
フ
ト
面
で
の
課
題

は
、
相
談
支
援
の
標
準
化

が
図
れ
て
い
な
い
こ
と
。

答�

観
光
行
政
の
考
え
方
は

問答

地
域
資
源
の
磨
き
上
げ
を
行
う

　
　
①�

平
成
29
年
１
７
５
万
７
９�

０
０
人
、
平
成
30
年
１
６�

６
万
４
１
０
０
人
、
令
和

元
年
１
６
０
万
４
３
０
０

人
、
令
和
２
年
１
２
２
万�

２
５
０
０
人
、
令
和
３
年

１
３
４
万
１
４
０
人
。
集

計
方
法
は
、「
滋
賀
県
観

光
入
込
客
統
計
調
査
実
施

要
領
」
に
基
づ
き
、
年
間

１
０
０
０
人
以
上
の
各
観

光
施
設
へ
入
込
客
数
を
照

会
し
ま
と
め
て
い
る
。

②�

平
成
30
年
12
月
か
ら
令
和

答� 　
　
観
光
行
政
に
つ
い

て
、
次
の
３
点
を
伺
う
。

①�

竜
王
町
の
観
光
人
口
の

過
去
５
年
間
の
推
移
と

そ
の
集
計
方
法
は
。

②�

び
わ
こ
ビ
ジ
タ
ー
ズ

ビ
ュ
ー
ロ
ー
か
ら
提
供

さ
れ
る
モ
バ
イ
ル
空
間

統
計
デ
ー
タ
の
活
用
状

況
は
。

③
今
後
の
方
向
性
は
。

問

重層的支援体制整備事業の
現状は

問

答 地域との更なる連携強化を目指す

重層的支援個別会議の様子

大型商業施設の外観

３
年
11
月
ま
で
の
３
年
間

で
携
帯
電
話
位
置
情
報
か

ら
抽
出
さ
れ
た
デ
ー
タ
を

基
に
地
域
別
、
年
代
別
に

定
量
分
析
、
分
布
分
析
し

可
視
化
し
た
。

③�

既
存
の
観
光
施
設
に
新
た

な
施
設
を
加
え
地
域
資
源

の
磨
き
上
げ
を
行
い
、
常

に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
さ

せ
て
い
く
。
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小西　久次�議員

効率的な事業推進のために問

答 次年度に向け執行体制について検討

　
　
山
之
上
ケ
ン
ケ
ト
祭

り
「
風
流
踊
」
が
ユ
ネ
ス

コ
登
録
さ
れ
、
ま
た
、
町

内
に
は
苗
村
神
社
を
は
じ

め
国
宝
・
重
要
文
化
財
も

多
く
こ
れ
ら
の
維
持
管
理

は
大
変
重
要
で
あ
り
、
今

後
行
政
の
関
わ
り
が
増
大

す
る
。
さ
ら
に
２
０
２
５

年
滋
賀
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大

会
開
催
に
向
け
、
専
門
職

等
人
事
配
置
が
さ
れ
て
い

る
が
、
職
員
負
担
過
多
に

な
っ
て
い
な
い
か
。
期
限

が
限
ら
れ
た
中
で
、
全
職

員
一
丸
と
な
っ
て
事
業
推

進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
が
町
の
見
解
は
。

問

　
　
教
育
委
員
会
部
局
で
は

埋
蔵
文
化
財
調
査
、
滋
賀
国

ス
ポ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
競
技
開
催
、
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
登
録
保
存
継
承
、

苗
村
神
社
防
災
施
設
整
備
へ

の
助
言
指
導
等
多
く
の
事
業

が
あ
る
。
文
化
財
調
査
及
び

文
化
財
関
係
業
務
は
１
名
で
、

負
担
過
多
は
否
め
な
い
。
次

年
度
に
向
け
教
育
委
員
会
内

で
執
行
体
制
に
つ
い
て
検
討

中
で
あ
る
。
国
ス
ポ
大
会
準

備
に
つ
い
て
は
今
年
度
か
ら

２
名
増
員
し
た
。
令
和
５
年

度
は
組
織
体
制
を
整
備
し
着

実
に
準
備
が
進
む
よ
う
に
取

り
組
む
。

答�

埋蔵文化財発掘調査風景

　
　
第
七
次
国
土
利
用
計
画

や
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
中
で
（
①
地
区
計
画
に
よ

る
竜
王
西
小
学
校
周
辺
他
の

住
宅
用
地
②
道
の
駅
竜
王
か

が
み
の
里
周
辺
③
竜
王
Ｉ
Ｃ

周
辺
の
商
業
・
工
業
系
の
土

地
利
用
に
よ
る
企
業
誘
致

等
）
を
計
画
し
て
い
る
。

　
滋
賀
県
で
は
、
令
和
７
年

に
「
近
江
八
幡
八
日
市
都
市

計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及

答�

西
部
地
区
開
発
の
方
向
は

問答

機
を
逸
す
る
こ
と
な
く
整
備
す
る

　
　
町
内
西
部
地
区
山
間

部
に
お
い
て
は
、
竜
王
Ｉ

Ｃ
周
辺
や
美
松
台
を
中
心

と
し
て
開
発
が
進
み
活
性

化
と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
が
進
め
ら
れ
た
。
し
か

し
、
少
子
高
齢
化
と
人
口

減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
が
西
部
地
区
に
は
ま

だ
開
発
の
余
地
は
あ
る
と

考
え
る
。
今
後
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
・
人
口
増
加
対

策
・
公
共
施
設
の
あ
り
方

の
見
解
を
問
う
。

問

び
保
全
の
方
針
」
が
見
直
さ

れ
る
の
で
、
市
街
化
区
域
の

編
入
の
可
能
性
が
高
ま
れ
ば
、

道
路
や
上
下
水
道
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
も
機
を
逸
す
る
こ
と

な
く
必
要
な
整
備
を
図
る
。計画された西地区区域と竜王西小学校

①

②③

①
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下水道への工場排水の取込
時期は

問

答 将来は下水道接続を視野に入れて
いるが現時点では未定

　
　
事
業
計
画
で
は
、
日�

最
大
汚
水
量
は
、
７
１
９�

９
㎥
／
日
で
、
こ
の
う
ち

工
場
排
水
は
、
７
４
４
㎥

／
日
で
あ
る
。
ま
た
全
体

計
画
で
は
、
１
５
４
０
６

㎥
／
日
で
工
場
排
水
は
、

９
５
２
２
㎥
／
日
で
あ

る
。
事
業
計
画
に
は
大
手

自
動
車
会
社
、
さ
く
ら
団

地
が
入
っ
て
い
な
い
が
取

込
時
期
は
何
年
度
の
予
定

か
。

問

が
、
確
約
が
と
れ
て
い
る
も

の
で
は
な
く
現
時
点
で
は
接

続
年
度
は
申
し
上
げ
ら
れ
な

い
。
さ
く
ら
団
地
に
つ
い
て

は
、（
当
面
下
水
道
整
備
を

行
わ
な
い
こ
と
か
ら
合
併
処

理
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
た

だ
き
、
国
の
交
付
金
を
活
用

し
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助

し
て
い
る
。）
公
共
下
水
道

に
接
続
す
る
に
は
、
国
庫
補

助
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
適
化
法
の
処
分
対
象
と

な
る
こ
と
、
受
益
者
分
担

金
、
接
続
費
用
が
発
生
す
る

こ
と
等
か
ら
接
続
が
見
込
め

な
い
。
現
時
点
で
の
予
定
は

な
い
が
、
中
長
期
的
に
は
検

討
し
て
い
く
。

　
　
自
動
車
製
造
会
社
と
の

協
議
は
、
平
成
30
年
８
月
に

実
施
し
て
お
り
、
将
来
的
に

は
下
水
道
接
続
も
視
野
に
入

れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す

答�

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

全体計画㎥ / 日

生活 工場 その他 地下水

事業計画

15,406

7,199

汚水量の区分図

県道春日竜王線鵜川地先付近

尾川　幸左衞門�議員

県
道
春
日
竜
王
線
の
伐
採
は

問答

今
後
、
県
に
対
し
て
予
防
的
な
伐
採
を

要
望
し
て
い
く

　
　
過
去
、
当
該
路
線
に
お

い
て
、台
風
や
降
雪
時
に
は
、

竹
が
道
路
に
倒
伏
し
た
こ
と

も
あ
り
、
そ
の
都
度
、
道
路

管
理
者
で
あ
る
滋
賀
県
東
近

江
土
木
事
務
所
に
お
い
て
対

応
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

ま
た
、
最
近
で
は
、
路
線
バ

ス
会
社
か
ら
バ
ス
に
竹
が
接

触
す
る
と
連
絡
が
あ
り
伐
採

し
て
い
た
だ
い
た
。
し
か

し
、
竹
木
の
生
長
は
著
し
い

答� 　
　
県
道
春
日
竜
王
線
祖

父
川
鵜
川
橋
左
岸
洪
水
敷

は
、
鵜
川
集
落
が
除
草
を

行
っ
て
い
る
が
県
道
の
両

法
面
は
、
木
お
よ
び
竹
が

密
集
し
て
お
り
台
風
時
、

積
雪
時
は
道
路
に
傾
斜
し

通
行
帯
が
狭
く
な
っ
て
い

る
。
通
行
の
こ
と
を
考
え

る
と
当
然
伐
採
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
伐
採
し

な
い
の
は
、
ど
の
よ
う
な

経
緯
な
の
か
。

問

た
め
、
県
で
の
対
応
は
事
後

的
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
今

後
、
県
に
対
し
て
予
防
的
な

伐
採
を
要
望
し
て
い
く
。
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岡
屋
口
交
差
点
は
、

交
通
事
故
リ
ス
ク
が
高
い

形
状
と
大
手
自
動
車
会
社

の
通
勤
時
間
帯
で
の
渋
滞

と
い
う
課
題
を
抱
え
、
岡

屋
地
区
で
は
、
令
和
元
年

に
解
決
策
と
し
て
交
差
点

改
良
の
要
望
が
出
さ
れ
た
。

そ
こ
で
現
在
の
進
捗
状
況

の
確
認
と
、
町
と
し
て
今

後
こ
の
課
題
に
対
し
ど
の

様
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
伺
う
。

問

立
会
い
を
行
い
、
交
差
点
の

右
折
レ
ー
ン
の
課
題
を
確
認

し
た
。
そ
の
結
果
、
右
折

レ
ー
ン
の
距
離
が
短
い
た
め
、

直
進
車
両
の
進
行
を
阻
害
し

渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
状
況

を
把
握
し
た
。
こ
の
現
状
に

対
し
て
、
県
か
ら
は
、
現
況

図
面
を
基
に
右
折
レ
ー
ン
の

延
伸
す
る
為
の
詳
細
設
計
を
、

令
和
４
年
度
内
で
完
了
さ
せ
、

令
和
５
年
度
に
工
事
着
手
で

き
る
よ
う
進
め
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。
町
と
し
て
は
、

今
後
の
進
捗
状
況
を
注
視
し

て
い
き
た
い
。

　
　
当
該
箇
所
に
つ
い
て
は
、

令
和
３
年
５
月
に
県
・
町
・

警
察
と
岡
屋
自
治
会
で
現
地

答�

岡屋口交差点の渋滞解消を問

答 令和５年度に右折レーン延伸予定

　
　
当
該
箇
所
に
つ
い
て
は
、

令
和
３
年
５
月
に
県
・
町
・

警
察
・
山
中
と
岡
屋
自
治
会

で
現
地
立
会
い
を
し
た
。
県

か
ら
は
右
折
レ
ー
ン
を
伴
う

交
差
点
改
良
を
直
ち
に
実
施

す
る
の
は
困
難
で
あ
り
、
交

差
点
形
状
を
変
え
な
い
で
出

来
る
対
策
を
検
討
す
る
と
の

回
答
が
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と

答�

山
中
橋
付
近
の
右
折
レ
ー
ン
の

設
置
は

問答

引
き
続
き
、
県
に
対
し
必
要
な
要
望
を
行
う

　
　
国
道
４
７
７
号
の
山

中
橋
付
近
の
交
差
点
は
、

町
中
心
部
か
ら
山
中
区
・

さ
く
ら
団
地
方
面
に
進
行

す
る
場
合
、
右
折
の
た
め

に
走
行
路
線
で
長
時
間
待

機
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

追
突
リ
ス
ク
が
高
い
。
そ

の
こ
と
か
ら
令
和
２
年
の

第
４
回
定
例
会
の
一
般
質

問
に
お
い
て
右
折
レ
ー
ン

の
設
置
を
要
望
し
た
が
、

そ
の
後
の
進
捗
に
つ
い
て

伺
う
。

問

か
ら
、
緑
地
帯
に
あ
る
看
板

の
撤
去
を
行
い
、
標
識
板
の

調
整
お
よ
び
車
両
の
誘
導
と

減
速
を
促
す
区
画
線
の
設
置

を
し
て
も
ら
っ
た
。
今
後
は

通
行
車
両
に
対
し
交
差
点
の

認
識
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
な

路
面
表
示
も
効
果
的
と
考
え

て
お
り
、
県
に
対
し
必
要
な

要
望
を
行
う
。

澤田　満夫�議員

国道477号湖南市との境界付近

岡屋口交差点
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中心核の交流・文教ゾーン
の整備費は

問

答 健全な財政運営が可能と判断している

　
　
小
中
学
校
の
給
食
費

の
無
償
化
に
は
恒
常
的
に

約
５
千
万
円
が
必
要
と
な

り
、
町
財
政
に
は
大
き
な
負

担
と
な
る
。
実
施
に
あ
た
っ

て
は
何
か
他
の
歳
出
を
削
減

す
る
必
要
が
あ
り
、
限
ら
れ

た
町
財
政
の
中
で
取
捨
選
択

す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て�

い
る
。

答�

子
ど
も
の
給
食
費
に
無
償
化
等
の

助
成
を

問答

限
ら
れ
た
町
財
政
の
中
で
取
捨
選
択
が
必
要

　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
、
物
価

高
騰
で
生
活
も
家
計
も
厳

し
い
状
況
で
あ
る
。

　
給
食
は
子
ど
も
達
に

と
っ
て
ま
さ
に
命
綱
に

な
っ
て
き
て
お
り
、
今
こ

そ
学
校
給
食
費
の
無
償
化

等
の
助
成
施
策
が
必
要
と

考
え
る
。
町
で
は
令
和
２

年
度
に
コ
ロ
ナ
対
策
と
し

て
３
か
月
間
の
学
校
給
食

費
無
償
化
を
実
施
し
た
こ

と
も
あ
り
、
ぜ
ひ
実
施
が

必
要
と
思
う
が
町
の
考
え

は
。

問

橘　せつ子�議員

　
　
令
和
４
年
３
月
改
訂

の
竜
王
町
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
で
は
、「
現

在
の
公
共
施
設
等
の
規
模

を
維
持
し
続
け
る
と
、
年

約
9.9
億
円
の
不
足
が
見
込

ま
れ
る
」
と
の
事
だ
が
、

な
ぜ
約
55
億
円
の
中
心
核

整
備
を
進
め
る
の
か
伺

う
。

　
約
55
億
円
の
概
算
予
算

と
約
35
億
円
の
起
債
発
行

後
の
返
済
予
定
が
出
さ
れ

た
根
拠
と
な
る
財
政
計
画

を
示
す
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
町
の
考
え
は
。

問

　
　
中
心
核
整
備
を
含
ん
だ

公
共
施
設
等
の
改
修
、
更
新

に
か
か
る
費
用
お
よ
び
そ
の

他
建
設
計
画
を
踏
ま
え
て
財

政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
し
た
結
果
、
実
質
公
債
費

比
率
は
ピ
ー
ク
で
16
％
程
度

と
な
る
見
込
み
で
、
基
準
を

超
え
な
い
範
囲
で
健
全
な
財

政
運
営
が
可
能
と
判
断
し
て

い
る
こ
と
か
ら
整
備
を
進
め

る
。

　
中
長
期
の
財
政
計
画
は
小

学
校
は
じ
め
各
施
設
の
で
き

る
だ
け
正
確
な
整
備
費
用
を

盛
り
込
み
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
時
期
に
お
示
し
す
る
。

答�

竜王小学校建設予定地

ふるさと給食

学校給食献立
表は、こちら
でチェック！

近江うし丸

No.202 議会だより
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岡山　富男�議員

　
　
若
者
へ
の
定
住
対
策

は
。
問

こ
こ
に
は
、
自
己
用
住
宅
だ

け
で
な
く
、
集
合
住
宅
の
建

設
も
含
め
て
想
定
し
て
い
る
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
後
本

格
的
に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
ソ
フ
ト
事
業
と
し

て
は
「
若
者
定
住
の
た
め
の

住
ま
い
補
助
金
」
制
度
を
設

け
て
お
り
、
集
合
住
宅
は
家

賃
補
助
を
、
自
己
用
住
宅
は

新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
の
補
助

を
行
い
、
町
内
に
留
ま
っ
て

も
ら
う
サ
イ
ク
ル
を
生
み
出

せ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
　
町
内
で
の
集
合
住
宅
の

ニ
ー
ズ
は
高
く
、
松
が
丘
地

先
の
集
合
住
宅
は
満
室
状
態

が
続
い
て
い
る
。
一
方
で
、

集
合
住
宅
の
建
設
に
当
た
っ

て
は
、
土
地
利
用
に
よ
る
制

限
や
、
道
路
や
上
下
水
道
等

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
課
題

が
多
く
、
民
間
の
開
発
の
障

壁
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
対

策
の
一
つ
が
、
中
心
核
で
の

居
住
ゾ
ー
ン
整
備
で
あ
り
、

答�
竜王町に若者を問

答 中心核（居住ゾーン）の整備を本格
的に検討する

大手自動車会社寮生との意見交換会

議会音声をインターネット
� 配信しています

町議会で何が審議されているのか？
　あなたが選んだ議員は！？

　町の事業・あり方について今・何を！？

竜王町議会のホームページからアクセス！

近江うし丸竜王町議会公式YouTubeチャンネル
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環境に配慮し、再生紙及び植物油インキを使用しています

表 紙
　
町
内
の
東
西
両
端
に
位
置
す
る
竜
王
山

は
、
農
耕
を
生
業
と
す
る
当
地
で
、
雨
乞
い

を
す
る
竜
神
信
仰
と
結
び
つ
き
、
そ
の
名
に

名
残
を
と
ど
め
町
名
に
な
っ
た
。

　
竜
王
町
の
東
西
に
鎮
守
す
る
苗
村
神
社
と

鏡
神
社
は
、
悠
久
の
歴
史
が
あ
り
長
き
に
渡

る
住
民
の
信
仰
を
物
語
る
が
ご
と
く
、
伝
統

の
祭
事
も
今
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
境
内

に
は
国
宝
や
重
要
文
化
財
の
建
造
物
が
あ

り
、
近
年
は
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
地
域
活

性
化
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
町
内
の
旧
来
よ
り
点
在
す
る
集
落

の
ほ
と
ん
ど
に
は
神
社
が
あ
り
、
氏
神
信
仰

が
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
国
指
定
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
岡
屋
の
勝

手
神
社
の
氏
神
も
、
農
耕
を
主
産
業
と
し
て

き
た
こ
の
地
の
五
穀
豊
穣
と
氏
子
の
安
寧
を

願
い
、
地
区
の
守
り
神
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て

き
た
。

　
な
お
、
裏
表
紙
の
「
竜
王
八
景
」
は
、
鏡

の
鏡
神
社
と
御
幸
山
で
す
。

　
昨
年
の
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
係
る
世
界
情
勢
は
、
急
激
な
円
安
と

値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
を
も
た
ら
し
、
私
た

ち
の
暮
ら
し
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
竜
王
町
で
は
、
優
良
企
業
の
進
出
や

認
定
こ
ど
も
園
の
開
園
と
学
童
保
育
施

設
の
整
備
お
よ
び
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
施
設

の
完
成
に
加
え
、
中
心
核
整
備
も
進
み

新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
本
年
も
、
相
変
わ
ら
ず
の
コ
ロ
ナ
禍

で
あ
り
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は

厳
し
い
状
況
が
続
き
ま
す
が
、
皆
様
に

と
り
ま
し
て
安
全
と
安
心
、
希
望
に
繋

が
る
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
た
ち
広
報
委
員
は
、
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
り
、
皆
様
に
読
ん
で
頂
け
る
紙

面
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 編

集
後
記

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
鎌
田
　
勝
治

副
委
員
長
　
森
島
　
芳
男

委
　
　
員
　
澤
田
　
満
夫

委
　
　
員
　
尾
川
幸
左
衞
門

委
　
　
員
　
磯
部
　
俊
男

委
　
　
員
　
貴
多
　
正
幸

鏡
神
社
と
御
幸
山

竜
王
八
景

「
竜
王
新
古
今
八
景
」
と
は
、
町
内

各
地
に
根
付
く
、
風
習
・
人
々
の

生
業
・
現
在
ま
で
受
け
継
が
れ
て

き
た
地
域
の
価
値
観
・
竜
王
を
形

つ
く
る
新
し
い
顔
を
意
識
し
た
心

象
風
景
で
す
。
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竜
王
町
議
会
広
報

■
発
行
・
竜
　
王
　
町
　
議
　
会

■
編
集
・
議
会
広
報
特
別
委
員
会
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